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           第３０回「三島ホタルまつり」に、今年も各所で協力

 

 

 6 月 14 日（土）、「三島ホタルまつり」（第 30 回）が今年も天
候に恵まれ、にぎやかに開催されました。三島ゆうすい会では、
本部、楽寿園駅前口、同正門、同西門を担当し、入場者数の把

握や、本部等の設営、セレモニーの手伝い等々に協力しました。

セレモニーでは関係者の挨拶につづき、豊岡武士三島市長より、三島ゆうすい会に感謝状が手渡されました。塚田
冷子三島ゆうすい会会長は、会のこれまでの協力を思い起こしつつ、今後の開催にも尽力したいと語りました。 

上下の写真は本部にて撮影西門担当者のカウント数は、226 人

駅前口担当者のカ
ウント数は、4,195 人

正門担当者のカウントは、5,300 人 

 

「ミニミニ水力発電コンテスト」の説明を受け、協力を検討 

 

 

 

 6 月 10 日（火）10：00 より、ＮＰＯ法人地域
活性スクランブルフォーラムの堀之内勝也さん
から、小中学生を対象とした同法人主催の「三島
せせらぎ・第 1回ミニミニ水力発電コンテスト」
の説明を受け、実施への協力を検討しました。 
8 月 15 日（金）の開催日までに、何度か講習会

があるので、参加可能者が協力することになりま
した。大村皖伸理事の知人・髙田和彦さんも来て
くださいました。三島ゆうすい会として、どんな
協力ができるのか期待されているようです。 

これからもホタル
飛び交う自然豊かな
街・三島であってほ
しいですね。 
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名コー 
ディネータ 
ーの山岡修一さん 

名ドライバー
の古田道治さん

 

「ミニミニ水力発電コンテスト」 
三島ゆうすい会も協力！ 

ＢＳ朝日に塚田冷子三島ゆうすい会会長出演

静岡県三島市のみらい遺産「流水の花・三島梅花藻」

ミニミニ水力発電
コンテストは、まず 7
月 6日（日）9：00 よ
りエコセンターで、
指導者説明会が開催
されました。三島ゆ 

うすい会から指導者説明会への参加者は、塚田冷子会
長、大村洋子事務局長、平林紘治理事、宇水勉理事、
西川勝美理事、大村皖伸理事と友人の髙田和彦さん。
7 月 12 日（土）指導者も参加して、小中学生を中

心とした応募者家族や団体が作成に取り組みました。
8 月 15 日（金）は、いよいよコンテスト審査会が白
滝公園で行われました。参加者は小学 5年生が多く、
いずれも力作揃い。主催者のＮＰＯ法人地域活性スク
ランブルフォーラムでは、発電のメカニズムや自然エ
ネルギーについて学んでもらう機会になればと、この
事業を企画したそうです。 
応募者は、子供たちでどんどん作成していくチーム

と、保護者が頑張っている印象のチームがあったと
か。初めてのこの試みは、きっと次へのよいきっかけ
になることでしょう。そして、未来を担う子供たちの
アイデアが、ますます質の高いものになり、大きな成
果につながることを期待しましょう。 

市長賞を受賞した作品 

表彰式風景

 9 月 29 日（月）19：30 より
上記チャリティーコンサート
が開催され、収益金が塚田冷子
三島ゆうすい会会長に贈呈さ
れました。 
 主催は、コンチェルト ゼフ
ィロ。コンチェルトは、イタリ
ア語で小さな合唱団、合奏団を
意味するそうで、ゼフィロは、
ギリシャ神話の西風の神とか。
歴史は古く、1951 年に杉山一郎
氏によって創立された「みどり
会合唱団」が前身。市川行洋音 

みしまプラザホテル「ソルミエ」チャリティーコンサート

コンチェルト ゼフィロ コンサート 
～イタリアバロック音楽・モンテヴェルディとヴィヴァルディ～

楽監督・指揮の指導で引き継がれ、1998 年に現在の名称
になったそうです。 
演奏曲は、♪モンテヴェルディ マドリガーレ「アリア

ンナの嘆き」声楽 リュート、♪ヴィヴァルディ「Gloria」
声楽 オルガンほか。演奏者は、コンチェルト ゼフィロの
メンバーで、指揮、声楽、楽器等々多彩で、新たにオープ
ンされた会場「ソルミエ」の聴衆を魅了しました。

 塚田冷子会長は感謝を込めて、三島ゆうすい会設立の
経緯や活動について、次の内容を述べました。 
昭和 37 年 3 月 26 日に、小浜池が完全枯渇。昭和 39 年

2 月 20 日に、先人たちが「三島湧水を守る会」を立ち上
げ、静岡県知事に水源枯渇対策を陳情。昭和 45 年 7 月
25 日に、田植えの時のみ（5月上旬～9月初旬）1,500ｔ
/h の柿田川工業用水を楽寿園まで注ぐ注水路が完成。昭
和 54 年 11 月 1 日に、西町用水路（宮さんの川）への防
火用水として、200ｔ/h 注水を願い出たこと。平成 3 年
からホタルを飼い始めたこと。平成 3年 9月 28 日に、三
島ゆうすい会が設立されたこと。平成 4年 12 月 25 日に、
東レに冬期流水を要望。平成 5 年にホタル大発生。平成
8年 8月 15 日に、売りに出た雷井戸を緒明實様と相談し
て手に入れ、ご存命中の平成 25 年 2 月 6日、三島市に寄
贈でき、喜んでいただけたこと。そして、「三島の水源地
を守ることは市民にとって大事なこと」と続けました。
最後に、聴衆に改めて御礼申し上げるとともに、収益

金の一部を「三島梅花藻の里」西側の水源地を守るため
に寄贈させていただきたいと伝えました。 

お礼の言
葉を述べる
塚田会長 

リュートの説明 

ホテルの室伏勝宏社長(中央)ご夫妻と
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小水力発電講演会（一般社団法人自然エネルギー利用推進協議会・石井真人理事、岡本欣
よし

訓
のり

理事）

水を利用した産業振興策～紙抄き(かみすき)体験～ 補助金申請に三島市役所・三島市長を訪問

 9 月 3 日（水）夕方、塚田冷子会長、小松幸子副会長、大村洋子事務局
長、宇水勉理事、大村皖伸理事が、三島市役所に豊岡武士三島市長を訪ね、
「水を利用した産業振興策～紙抄き体験～」についての説明と、補助金申
請の依頼をしました。宮崎眞行経済産業振興部長らも同席されました。 
 この事業は、紙抄きをとおして水の大切さを学ぶというもので、三島商
工会議所青年部の三島柄の普及に寄与するねらいもあります。対象は、小
学校高学年 30 名と一般市民 10 名程度。和紙工房の見学をして西島半紙や
駿河半紙について学び、和紙や洋紙の講義も受け、次に手抄き和紙の実習。
三島和紙（仮称）を三島柄とコラボさせ、商品化も研究するという試み。
三島和紙が出来たら、水に関した言葉の書き初めをしたらいいという案も
出ています。補助金が実現すると、事業実施は平成 27 年度になります。 

 
            9 月 18 日（木）19：00～20：00、「小水力発電を活用した地域活性化と地域防災」と題し

た講演会を、三島市民活動センター4階で開催しました。 
「東日本大震災以降、太陽光発電や風力発電が注目されるようになりましたが、安定した

発電を考えると、小水力発電こそ地域密着型減災設備で地域活性化の原動力にもなりうると
思うのです」と講師。また、従来の小水力発電整備のゴミ詰まり問題を解消した機械の説明
には熱が入ります。しかも、その機械は溜まったゴミを自動的に除去するのだそうです。 
「大震災直後に計画停電が行われた静岡県東部にこそ、まず設置を」と考え、今秋、三島

以北の流れに落差の大きい上流市町域に設置の運びになっているとのこと。「細川護煕元総
理も関心を持ち、既に設置予定地を訪れています」と手応えを感じている様子で語りました。

「万が一、停電になっても、地域で地域の電力を賄えるというこの小水力発電設備は、地
域分散型発電システムとして最適で、環境負荷も小さく、再生可能エネルギー発電の中で最
適合だと思います」と力説しました。2 人の講師（石井真人自然エネルギー利用推進協議会
理事、岡本欣訓同理事）の説明には、静かな中にも大きな闘志が感じられました。 
今まで非常時には、どうしても都会に 74％の電力が回されてしまうという現実があるそう

です。だからこそ、震災直後、静岡県東部で計画停電が行われことを踏まえた多くの視点か
らの講演は大変興味深く、皆熱心に聞き入っていました。小水力発電の電力は、設置予定場

所近くの緊急避難所での電気使用に活用されたり、作った電気の売電益の一部を町内会費に充てたりすることもでき
るなど、将来像についても話されました。これからも、注目していきたい取り組みだと思いました。 

 「2014 三島ゆうすい会 群馬県・水の視察研修」募集中！ 
 11 月 6 日（木）7日（金）の 1泊 2日で「2014 三島ゆうすい会 群馬県・水の
視察研修」に出掛けます。三島ゆうすい会会員は 17,000 円で、非会員は、20,000
円です。山岡修一顧問の企画による、人気の恒例「水の視察研修バス旅行」です。
 前橋市の梅花藻植生地視察では関係者 2 人の説明を受け、また、同市田口町ほ
たるの里視察は青木英昭会長の説明があります。そのほか、吹き割りの滝、世界
遺産登録の富岡製糸工場見学等。宿泊は草津温泉。先着順ですので、お早めにお
申し込みください。お申し込み先は、三島ゆうすい会事務局（Ｐ１参照）です。

 

 

▲細川護煕元総理の視察の様子 

この機械は、ゴミを自動的
に除去するんです・・・ 

石井真人講師  岡本欣訓講師 
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大使を務める等幅広

く活躍しています。 
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桜川の清掃 
・原則毎月第１土曜日 10:00～ 
・白滝公園へ集合  
・持ち物：長靴、ビニール手袋 
※「桜川を愛する会」と共に、 
清掃します。 

源兵衛川の清掃 
・原則毎月第 2 日曜日 10:00～ 
・水の苑緑地・かわせみ橋へ集合 
・持ち物：長靴、ビニール手袋 
※「源兵衛川を愛する会」と共に、
清掃します。 

源兵衛川のいずみ橋から 
広瀬橋までのゴミ拾いなど 

・原則毎週土・日曜日の朝 6:30～
・源兵衛川いずみ橋へ集合 
・持ち物：長靴、ビニール手袋、 

ゴミを入れる袋等 

「三島梅花藻の里」で 
ミシマバイカモ保全活動 

・原則毎月第 2 日曜日 10:00～  
・三島梅花藻の里へ集合 
・持ち物：長靴、ビニール手袋、

草取り道具等 

  宮さんの川の清掃 

・原則 毎朝 6:30～ 
・宮さんの川へ集合  
・持ち物：長靴、ビニール手袋
※「宮さんの川を守る会」と共
に、清掃します。 

 ミシマバイカモ・保全活動 
 毎月、原則として第 2 日曜日の午前 10 時か
ら、「三島梅花藻の里」等で、ミシマバイカモ
の保全活動を続けています。みなさまも、長靴
やビニール手袋等をご準備のうえ、ご参加くだ
さい。三島では、ミシマバイカモの花を、ほぼ
通年、見ることができます。 
           

「三島ゆうすい会」のホームページが、リニュ
ーアルされ、随時更新中です。「ゆうすい NEWS」
もカラー版で見ることができ、従来のホームペー
ジも閲覧できます。ぜひ、ご覧ください。 

URL：http://www.yusui.org/ 

ホームページ を リニューアル！

定例活動のお知らせ 

源兵衛川の第 2、第 3 ゾー
ンと宮さんの川からシンコウパー
クまでの鎌倉古道の清掃活動 
・原則毎週土・日曜日の朝 6:00～ 
・源兵衛川いずみ橋へ集合 
・持ち物：長靴、ビニール手袋、ゴ

ミを入れる袋等 

★いずれも、自由参加 
★雨天の時は、原則休み 

 

会費納入のお願い 
 本年度分会費の納入にご協力賜ります 
よう、よろしくお願い申し上げます。 

★正会費        3,000 円 
★賛助会費１口   10,000 円 

           （何口でも可） 
※下記のいずれかに納入してください。 

〈お振込み先〉 
・郵便振替 0840-4-118192 

加入者名：三島ゆうすい会 
・静岡銀行三島支店 
  普通預金 №0346532 

口座名：三島ゆうすい会 
     会長 塚田冷子 
・スルガ銀行三島セントラル支店 
  普通預金 №572969 
      口座名：三島ゆうすい会 
     会長 塚田冷子 
・三島信用金庫西支店 
  普通預金 №1042399 
     口座名：三島ゆうすい会  
     会長 塚田冷子 

ご寄付の御礼 
一般社団法人 

自然エネルギー利用推進協議会様 
ご支援、ご協力に、 

心より感謝申し上げます。 

 

藤田弓子さんの「劇団いず夢」第 21 回定期公演

「ミステリーコメディ ホテル・セメタリー」応援観劇

 6 月 22 日（日）午後、アクシスかつらぎ大ホールで、三島ゆ
うすい会名誉顧問・藤田弓子さん演出の演劇が開演されました。
応援観劇のため、三島ゆうすい会メンバーも出かけました。 

藤田弓子さんは、静岡県教育委員会の地域の青少年声掛け運動

 

作業中、来訪者から質問を受けることもありますし、
お礼の言葉や励ましを受けることもあります。 

時には、かわいいハグロトンボのお出ましなども！

  三島市役所環境政策課
からのお誘いで、11 月 2 日
（日）午後、上記の特別教
室に参加の予定です。池上
彰さん「いま、世界で、そ
して日本でおきている環境
のこと」、林マヤさん「すぐ
に始められる地球にやさし

いエコライフ」もあります。

「池上 彰 特別教室」に参加予定 
～世界の環境問題と今できること～ 

 

新会員のご紹介 

井坂 正文 様 
ようこそ！ 

三島ゆうすい会へ 


